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伊
勢
原
に
あ
る
産
業
拠
点
の
１

つ
の
歌
川
産
業
ス
ク
エ
ア
に
あ
る

「
フ
ジ
ケ
ー
ス
株
式
会
社
」の
工
場

見
学
を
し
ま
し
た
。
フ
ジ
ケ
ー
ス

は
紙し

き器
製
品
を
主
要
事
業
と
し
て

い
る
会
社
で
す
。
紙
器
と
は
、
紙

製
の
包
装
容
器
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

こ
と
で
す
。

工
場
で
は
、
大
き
な
長
方
形
の

紙
の
束
が
、
１
枚
ご
と
に
印
刷・

裁
断
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
直

方
体
の
箱
に
な
っ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
見
学
時
に
作
っ
て
い
た

箱
は
、
香
水
瓶
を
入
れ
る
シ
ッ
ク

な
色
合
い
の
小
さ
な
箱
で
し
た
。

今
回
、
見
学
時
に
説
明
を
し
て
く

れ
た
専
務
の
菅す

が

か
お
り
さ
ん
が
話

し
て
い
た「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
作
る
技
術
力
の
会
社
で
す
」と

い
う
話
に
も
納
得
す
る
見
学
と
な

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
新
た
な
挑
戦

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
紙
器
製
品

を
作
る
会
社
は
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド

の
自
社
製
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
次
を
見
据
え
て
挑
戦
し
た
の

は
、
他
に
は
な
い
製
品
を
自
社
製

品
と
し
て
作
る
こ
と
で
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
魅
力
あ
る
日
本
に
は
、

自
然
災
害
が
多
い
欠
点
も
あ
り

ま
す
。
突
然
の
災
害
に
遭
遇
し

た
時
に
、
海
外
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
旅
行
中
の
日
本
人
に
も
役
立

つ
製
品
に
と
し
て「
M

も

し

o
s
h
i

mもo 

Jジ
ャ

パ

ン

a
p
a
n
」と
い
う
12
種

類
あ
る
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
し

た
。「
神＊

奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン

ド
」に
も
認
定
さ
れ
た
商
品
で
、

開
発
に
は
外
国
人
に
使
用
感
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
使
い
や
す
さ
を

追
求
し
、
約
3
年
の
歳
月
を
か
け

て
開
発
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
か

わ
い
い
和
柄
の
箱
の
中
に
は
、
ス

ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
と
い
う
水
に
濡

れ
て
も
破
れ
に
く
い
材
質
の
紙
で

で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ペ

ー
パ
ー
と
、
防
災
グ
ッ
ズ
が
入
っ

て
い
ま
す
。
濡
れ
て
も
大
丈
夫
な

紙
に
避
難
行
動
な
ど
が「
英
語
、

中
国
語
、
日
本
語
」で
書
か
れ
て

お
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
だ
と
思

い
ま
し
た
。

50
年
前
に
市
内
で
生
ま
れ
た
会

社
が
、
個
性
豊
か
な
魅
力
に
あ
ふ

れ
る
製
品
を
生
み
出
す
。
そ
の
パ

ワ
フ
ル
な
生
産
活
動
と
ア
イ
デ
ア

か
ら
目
が
離
せ
な
い
、
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
な
会
社
で
し
た
。

＊
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
…
女
性

が
開
発
に
貢
献
し
た
優
れ
た
商
品

探
検 

伊
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フ
ァ
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ー

小島大河小島大河

挑戦の道挑戦の道

Moshimo Japanシリーズの商品

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

三
宅 

眞
理
子
さ
ん

打てる捕手として実力を評価され、伊勢原打てる捕手として実力を評価され、伊勢原
市出身でドラフト1位指名を受けた明治大学市出身でドラフト1位指名を受けた明治大学
の小島大河選手（22歳）。その卓越したバットの小島大河選手（22歳）。その卓越したバット
コントロールは天才と言われるほど。小島選コントロールは天才と言われるほど。小島選
手にプロの道に進む意気込みを伺いました。手にプロの道に進む意気込みを伺いました。
スポーツ課スポーツ課 94-462894-4628

――1面の写真にあるボールに書いた「一日一生」について
　東海大学付属相模高校の時の恩師である門

も ん ま

馬敬
け い じ

治監督から教わった言
葉で、私の座右の銘です。「一日を大切にすることが人生（一生）を大切に
することにつながる」という意味で、この言葉を胸に野球と向き合い努力
を積み重ね、試合で悔いが残らないように毎日を過ごしています。その
おかげでプロになるという夢を叶えることができたと思います。
――小島選手の野球の原点は
　高部屋少年野球部で野球を習い始
めました。青

あおやぎ

柳茂
しげゆき

行監督はとても厳
しい人でしたが「一球への集中力」が
培われ、今にも生かされています。
小学校から大学まで良いチーム･良
い仲間に恵まれて野球をすることが
できたと常々感じています。 
――人や環境に恵まれたことについて
　小･中学校の頃は、父が一緒に練習をしてくれたり母がお弁当を作っ
てくれたりと、 サポートしてくれた家族にとても感謝しています。高校･
大学では寮に入っていたため、いつでも練習できる環境が整っていまし
た。同じチームの仲間は技術が高く、一緒に練習を重ねるごとに自分の
レベルアップにつながりました。
――ドラフト指名を受けた今の気持ちは
　ドラフト前から埼玉西武ライオンズさんに1位指名を公言していただい
ていましたが、実際に指名さ
れたときはとてもうれしかっ
たです。リーグ戦の期間だっ
たため、すぐに気持ちを切り
替える必要があり、プロにな
るという実感はまだあまりあ
りませんが、1位という一番高
い評価をしていただけたのが
特にうれしく思います。
 ――プロでの目標は
　新人王を1つの目標に頑張ります。1軍で長く活躍できて、勝負強いバ
ッティングでチームを勝たせる選手になりたいです。また、たくさんの
人に応援していただける選手になれるよう努力していきます。
――市民の皆さんに一言
　伊勢原の豊かな自然の中で培ったパワーが今に生きていると思いま
す。バッティングと1球1球を大切にする野球への姿勢に注目してくださ
い。皆さんの応援が励みになります。応援よろしくお願いします。

高部屋少年野球部時代の小島選手(右)

指名を受け、監督と握手を交わす小島選手（左
から３番目）／提供 明治大学


